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5 内容的には、ずれがあって、アリストテレスの批判があたっていないところもある。 

































                                                  































                                                  
8 ボードリヤール『消費社会の神話と構造』（今村仁司、塚原史訳・紀伊國屋書店 1979年）80頁。 
9 上野千鶴子『補増＜私＞探しゲーム』（筑摩書房 1992年）の「商品—差別化の悪夢」（62-87頁）
を参照。 
































                                                  
































                                                                                                                                        
12 ロラン・バルト『モードの体系』（みすず書房 1972年）408頁。 
13 佐伯啓思『「欲望」と資本主義』（講談社 1993年）48-49頁。 






























                                                  
15 E.Fromm前掲書p.7. 
16 プラトン『国家』第八巻の議論を参照。 





























                                                  
18 E.F.シューマッハー『スモール・イズ・ビューティフル』（小島慶三他訳・講談社 1986年）第一部
第二章「平和と永続性」（30-52頁）を参照。 
19 中野孝次『清貧の思想』（文藝春秋 1996年）。 








































































































                                                  
27 マーシャル・マクルーハーン『機械の花嫁』(井坂学訳・竹内書店新社 1991年)の「序文」を参照。 
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カーシェアリング社会の可能性 
ザーの欲望を刺激するために少なからぬ広告費を必要とする。しかし、メーカーが同
時にカーシェアリングの運営組織になればどうだろうか。最初に日本でのカーシェア
リングの現状を紹介したときに、その萌芽があることを指摘した。メーカーが運営組
織になれば、常時利益を上げられることになる。また、マイカーが減ってカーシェア
リングの利用者が増えることがその経営を安定させることにも繋がるのである。 
これまで我々はカーシェアリング社会の可能性を見てきた。これまでの議論を最後
に纏めておきたい。すでに日本でもカーシェアリングの試みが始まっているが、これ
がさらに拡がるためには、（１）カーシェアリングの魅力を伝えなければならない。
運営組織にもよるだろうが、ユーザーにとって経済的な面でマイカーより安上がりで
あることや、用途に合わせて車種を選べることなどである。さらに、（２）環境教育
や、市民意識を高めるための教育によって下支えする必要がある。またユーザーも環
境保全に協力できることに誇りをもつことができる。（３）マイカー主義の呪縛を解
くことが必要である。そのためには、自分の暮らしを見直して、クルマが本当に必要
不可欠かどうかを識別するという眼を育てることである。そして、必ずしも必要でな
ければ「捨てて」、シェアリングに加わってみるという主体的行動を起こすことであ
る。シェアリングにおいてもクルマとともに「ある」ことができ、クルマに執着する
ことなく、それと生きた関係を結ぶことができるのである 
我々の周りには、膨大な量のクルマが往来している。なかには物資の運搬のために
活躍しているクルマもあるが、そうでないクルマも多いように見える。もっているか
ら、別の選択肢があっても、ついつい使ってしまうのではないだろうか。しかし、そ
ういうマイカーの使用の仕方が、逆に、公共交通機関のような他の選択肢の力を弱め
てきたとも言える。現代の我々の社会は、私的なものの領域が拡大し、広く覆ってい
る。しかし、私的なものは、公共的なものへの関わりが奪われているあり方である。
再び公共的なものの力を取り戻すために、カーシェアリングはその礎（いしずえ）と
もなり、階（きざはし）ともなりうると考える。 
 
（大学非常勤講師） 
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